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平成３０年度 「熊毛地域青少年育成推進協議会総会」 

青少年育成コーディネーターの紹介

熊毛地域青少年育成広報誌 第 47号（平成 30年 8月発行）

種子屋久通信 
発行：熊毛地域青少年育成推進協議会

住所：西之表市西之表 7590番地

（熊毛支庁総務企画課内）
TEL	0997-22-0498	 	 FAX	0997-23-1161	

７月 11 日（水），平成 30 年度熊毛地域青少年育成推進協議会

総会が熊毛支庁において開催され，関係機関・団体等の代表者

や青少年育成コーディネーター等 21 名が出席しました。 

 はじめに，当協議会会長である熊毛地区民生委員児童委員協

議会会長の小薗正喜氏のあいさつがありました。 

議事では，平成 29 年度活動報告及び平成 30 年度活動方針案

について説明・提案を行い，原案どおり承認されました。活動

報告では，「家庭の日」作品コンクールの結果や明るい家庭づく

り実践講座の実施状況，広報誌発行等の説明を行いました。ま

た，青少年保護育成条例に基づく立入調査（延べ 48 店舗）の実

施，１月に鹿児島市内で発生した事件を受けて，刃物取扱店を

中心に行った緊急立入調査（延べ 54 店舗）の報告を行いました。 

続いて， 種子島警察署生活安全刑事課生活安全係日髙奈緒子氏か

ら，「地域の少年非行の現状と環境浄化対策について」と題して講話

がありました。その後，各種団体の青少年育成における取組等につい

ての紹介や，活発な意見交換が行われ今後の課題等共通理解が図られ

るとともに，地域及び青少年育成関係団体，行政が一層の連携を図り，

青少年の健全育成に取り組んでいくことを確認しました。 

意見交換の様子 

各市町の青少年育成における取組等の説明 

西之表市 

丸田 健次氏
屋久島町 

泊  秋敏氏

中種子町 

住岡 重寛氏

南種子町 

小山 岳富氏

青少年育成コーディネーターは，各市町の委嘱を受け，青少年育成活動の中核となって校区青

少年育成活動の活性化方策のアドバイスや各種青少年育成活動をコーディネイトしたりするほ

か，市町内の青少年の現状把握や関係機関・団体との連絡調整を行うなど，多岐にわたりご尽力

いただいています。
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その後，青少年希望の家（土井ホーム）代表の

土井髙德氏による講演があり，「ちょっとしたス

トレスを自分ではね返せる子の育て方」と題し

て，自ら経営する土井ホームで，虐待を受けた子

ども達の里親として一緒に生活し，接する中で，

徐々に回復する子ども達の心身や自立していく

過程等，事例を交えながら，子どもとの接し方や

叱り方等についてのお話がありました。 

平成３０年度 明るい家庭づくり実践講座実施計画

講 座 名 実施月日

西之表市ＰＴＡ活動研究委嘱公開（榕城小学校ＰＴＡ） 12 月 8 日（土） 

家庭教育講演会・子育てセミナー（西之表市教育委員会） 2月 2日（土） 

立志式記念講演会（中種子中学校） 2 月 9日（土） 

南種子町ＰＴＡ活動研究委嘱公開（花峰小学校） 11 月（日にちは未定）

ＰＴＡ教育講演会（一湊小学校ＰＴＡ） 10 月 26 日（金） 

ＰＴＡ教育講演会（安房小学校ＰＴＡ） 11 月（日にちは未定）

平成 30 年度 鹿児島県青少年育成県民会議総会 

６月８日（金），平成 30 年度鹿児島県青少年育成

県民会議総会が県青少年会館で開催されました。

原之園副会長の挨拶の後，青少年育成に尽力して

きた指導者７名と青少年育成団体３団体が表彰さ

れました。熊毛地区からは残念ながら該当はあり

ませんでした。 

 引き続き行われた議事では，平成 29年度事業報

告並びに決算報告，平成 30 年度事業計画等につい

て事務局の提案どおり承認されました。 

講師：土井 髙德氏（青少年希望の家「土井ホーム」代表） 

明るい家庭づくりのための親や大人のあり方などについ

て理解を深めてもらうとともに，毎月第３日曜日の「家庭

の日」における親子のふれあいを促進し，次代の鹿児島を

担う青少年の育成を図るために，「明るい家庭づくり実践講

座」を実施します。

「家庭の日」の歌 CD ♪まあるくなった♪ 

≪平成 30年度の実施計画≫
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平成３０年度 「家庭の日」絵画・ポスター・標語募集

【内 容】 

区 分 【絵画の部】 【ポスターの部】 【標語の部】 

内 容 

・一家団らんの様子 

・家事を手伝っている様子 

・地域ぐるみで，明るい家庭

づくりを実践している様子 

※例えば次のような言葉

を入れる 

・「家庭の日」 

・「我が家の家庭の日」 

・「楽しいなうちの家庭」

・明るく，楽しい様子を

表現したもの

・親子の協力やふれあい

を表現したもの

画用紙 「四つ切り」 （392×542 ﾐﾘ） 別紙様式３にボールペ

ン等で記入 画 材 クレヨン，水彩，パステル等自由 

子どもが心身ともに健全に成長するためには，明るく円満な家庭が何よりも必要です。 

心豊かな青少年を育てるために明るく円満な家庭づくりが実践されることを願い，毎月第 

３日曜日に設定された「家庭の日」の普及・啓発活動の一環として，絵画・ポスター及び標 

語を県内の小・中学生から募集し，展示します。 

【応募資格】

(1)  県内の小学校，義務教育学校（小学校に準じる学年） 

及び特別支援学校小学部の児童 

※ただし，ポスター作品の応募は，５・６年生に限る。 

(2)   県内の中学校，義務教育学校（中学校に準じる学年） 

及び特別支援学校中学部の生徒 

【応募作品の提出先及び提出期限】

(1)  市町村立小・中学校・義務教育学校 

ア 各小・中学校・義務教育学校 

から市町村教育委員会へ      ９月 ７日（金）まで        

イ 市町教育委員会から教育事務所へ ９月１４日（金）まで  

ウ 教育事務所から県民会議へ    ９月２１日（金）まで  

(2)  県立学校 

ア 県立中学校から県民会議へ    ９月 ７日（金）まで 

イ 県立特別支援学校から県民会議へ ９月 ７日（金）まで

平成 29 年度「絵画の部」 

優秀賞 小学校（低学年） 

中種子町立星原小学校 

1 年生 池邉 太希さん 

かごしま地域塾推進事業〈概要〉 

鹿児島の教育的風土や伝統

を生かして，子どもたちが思

いやりや自律心などを学ぶ

「かごしま地域塾」の県内全

域への拡大・普及を図るとと

もに，「かごしま子どもリーダ

ー塾」の実施により，郷土（ふ

るさと）に根ざした国際的な

人材を育成します。 

１ かごしま子どもリーダー塾

〈塾生：高校 1年生 30名，集合研修：8月上旬 

 実践活動：9月～11月，卒塾研修：平成 31年 1 月〉 

２ かごしま地域塾グレードアップセミナー 

〈参加者：地域塾の指導者 50 名程度，開催日：2月上旬〉 

３ 地域塾への活動支援助成〈15団体程度助成予定〉 

４ 放課後子ども教室運営費助成 

〈10 市町村 41教室予定〉 

５ 優れた地域塾認定 

平成 30年度熊毛地区分（西之表市）
古田子ども会，上西子ども会，安城カシミアクラブ

【応募内容】
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☆「カヤック体験」  中種子チャレンジ・キッズ  

≪安全教育研修会≫ 

≪指導者・育成者研修会≫ 

【中種子町】

育 成 活 動 等 の 紹 介

７月 16 日（月），マングローブパ

ークでカヤック体験を行いました。 

インストラクターの指導のもと次々

にスタート。初めての子どもや（低

学年）水に入ることを怖がる子ども

もいましたが，すぐに慣れて楽しく

活動していました。途中，カヤック

を下りてマングローブ内に生息する

カニやトビハゼを捕まえて興奮ぎみ

のメンバーもいました。 

子ども会会員を対象に，実技研修を通した事故防止

方策等の研修を行い，子ども会における安全な活動の

推進・充実を図る。 

子ども会に携わる指導者・育成者対象の研修で，子ど 

も会活動の現状・課題及び基本的事項等について理解を 

深め，活動の一層の推進・充実を図る。

【熊毛地区子ども会育成連絡協議会】 

パドル操作もだいぶ
上手になりました 

ちょっと怖いけど出発しま～す 

みんな真剣。人工呼吸

大人も子どもも，心も体も一つの輪 

☆熊毛地区子ども会安全教育研修会及び 
 指導者・育成者研修会 

5 月 19 日（土），中種子町立中央公民館において，「熊

毛地区子ども会安全教育研修会及び指導者・育成者研

修会」が開催され，子ども会関係者約 70名が参加しま

した。 

 「正しい応急処置」について研修を受けた後，子ど

も会会員は，「ＫＹＴ＝危険予知トレーニング」の演習

を，指導者・育成者は，「子ども会指導者・育成者の役

割」についての講話を聞き，最後にレクリエーション

活動で汗を流し，研修を締めくくりました。 
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もうすぐゴール 
ファイト！

頑張ったね

完泳。バンザーイ 
チーム仲良く  
記念撮影 

完泳証授与 

【西之表市】

☆第 27回 「国上の子・古田の子 遠泳大会」 国上・古田 PTA  

７月 22 日（日），第 27 回「われは海の子 国上の子・古田

の子 浦田湾遠泳大会」が，国上浦田海水浴場で行われる予定

でしたが，18 日に南種子町でサーフィン中の女性がサメとみら

れる生物にかまれ大けがを負った事故に対応し，安全を確保す

るため西之表市営プールに会場を変更して行われました。これ

は，両校の児童の交流をはかるために，PTA 主催事業として開

催されています。４年生以上の児童が対象で，この遠泳大会を

目標に日々泳力向上に頑張ってきました。 

今回は両校の 25名が参加，縦 50ｍ，横 20ｍプー

ル内側を 11 周（1.2ｋｍ）遠泳に挑戦。古田小，国

上小の順にプールに入り「エ～ンヤ コ～ラ」と，か

け声を掛け合いながら元気よくスタートしました。

プールサイドでは関係者が子どもたちに声援を送

り続け，ほぼ全員が泳ぎきりました。 

遠泳者誓いの言葉 

両校児童記念撮影 

☆第 26回 われは海の子黒潮の子 「浦田遠泳大会」西之表市教育委員会  

7 月 26 日（木），市内の小学校５・６年生を対象とし

た西之表市遠泳大会が浦田海水浴場で開催されました。 

先日の交傷事故を受け複雑な心境。海上保安署（監視

船），サーフィン連盟（伴泳監視），ドローンで上空から

リアルタイム撮影監視，他関係者による監視体制を強化

して，泳力テストに合格した児童 129 名，伴泳者 106 名

が浦田海水浴場内（１ｋｍ）コースで泳ぎました。 

学校毎に隊列を組み「エ～ンヤ コ～ラ」のかけ声を

掛けながら進む中，少し遅れる児童もいましたが，最後

まで諦めずにしっかり泳ぎきりました。ゴールでは大勢

の仲間や保護者から盛大な出迎えを受けていました。 

保護者・関係者見守られスタート 

綺麗に隊列 頑張れ－!! 
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【南種子町】 

☆「おもしろ科学実験１」  南種子町宇宙科学分団  

家庭 

「早寝早起き朝ごはん」運動の実践など，基本的な生活習慣の育成

に努めるとともに，各月第 3日曜日の「家庭の日」，各月 19 日の「育

児の日」を中心に，家族のふれあう機会を設ける。 

学校
家庭・地域，関係機関・団体等と連携し，児童・生徒の地域活動へ

の参加等を推進するとともに，生徒指導・安全指導の充実に努める。

職場

勤労青少年に働く喜びを与える職場作りに努めるとともに，「家庭

の日」，「育児の日」の子どもへの関わりや毎月第 3土曜日の「青少

年育成の日」等に行われる青少年活動への参加を奨励・支援する。

地域 

「青少年育成の日」を中心に，かごしま地域塾や子ども会活動など

地域の特性を生かした各種団体活動をはじめとする青少年育成活

動を実践する。 

夏 の「郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」 
7月 1日（日）～ 8月 31 日（金）

広報のぼり旗 

（熊毛支庁正面玄関横） 

 青少年の育成は家庭が基本であるという認識のもとに，鹿児島の教育的伝統と風土を生

かしながら，学校，職場，地域，関係機関・団体等は，それぞれの実情に応じた取組を，

独自に，又は相互に連携して実施する。 

 特に，この期間は，児童生徒の夏休み期間を含み，生活のリズムの乱れ等により非行や

不登校につながることも懸念されることから，関係機関・団体等と連携を図り，基本的な

生活習慣の育成や非行防止，事故（水難・交通）防止についても重点的に推進する。

運動の進め方 

６月９日(土)，南種子町宇宙科学分団の第 4回定例

活動「おもしろ科学実験：ダイラタンシーで遊ぼう！」

が南種子町中央公民館（第 1会議室）で行われました。

分団員約 45 名が参加しました。  

出題に沿って指導者の説明を聞き，グルー

プ単位で話し合い，答えを考えたり，片栗粉

と水を使いダイラタンシー現象を体験してい

ました。 

物
体
を
握
り
し
め
た
り
、
緩

め
た
り
繰
り
返
し
行
い
、
科

学
的
な
見
方
を
体
験
中

【１】 原子・分子ってなに？ 

【２】 ダイラタンシー現象ってどういうこと？ 

☆ダイラタンシー現象：物体の内部に力がかかり液体から固体に変化する現象 

 今年の 5月から青少年育成指導員となりました。 

熊毛地域の学校や教育委員会等を訪問し，情報収集を行いながら，様々な地域活動に参加 

したいと思いますので，皆様どうぞよろしくお願い致します。（當
あたり

） 

【編集後記】 


